A CGE Approach to the Measurement of PPPs (1) by 作間 逸雄 et al.
はじめに
本稿は，購買力平価（Purchasing Power Parity, PPP）計測の新しいアプローチを提案する２）。購
買力平価計測のために早い時期から広く使われているギアリー・カーミス法（Geary-Khamis
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対象年 参加国（経済） 事業主体 備考





第期 １９７３ １６ 同上
第期 １９７５ ３４ 同上 日本，正式参加。
第期 １９８０ ６０ 国連統計部（UNSO） 国連統計部のレギュラー・プ
ログラムに。地域化の導入。
第期 １９８５ ６４ 同上
第期 １９９３ １１７ 同上 世界比較結果なし。
第期 ２００５ １４６ 世界銀行





















































































































































































































第 j 国（j＝１，２）における第 i 財（i＝１，２）の初期保有量をそれぞれ qij，価格を pijとする。
図１のボックス・ダイアグラムにおいて，第１国の原点を左下，第２国の原点を右上に配置し，第
１財の数量を横軸，第２財の数量を縦軸にとる。図中のは各国の初期保有量を示す。










































第 1 国 
第 1 財 
数量 
第 1 国 
第 2 財 
数量 
第 2 国 
第 1 財 
数量 
第 2 国 
第 2 財 
数量 
第 2 国 





第 1 国の 
オファー曲線 


















































































































q１１ q２１ p１/p２ ppp qd１１ qd２１ qd１２ qd２２
３００．０００ ４００．０００ ０．６８４ ０．１８７ ２９４．９１５ ４０３．４７８ ５５．０８５ ５６．５２２
３０．０００ ４０．０００ ０．７４７ ０．１８７ ２７．８５７ ４１．６００ ５２．１４３ ５８．４００































α１１ α２１ p１/p２ ppp qd１１ qd２１ qd１２ qd２２
２５．０００ ３５．０００ ０．７７８ ０．１８７ ２９．５７１ ４０．３３３ ５０．４２９ ５９．６６７
１０．０００ ２０．０００ ０．７４１ ０．１８７ ２８．８００ ４０．８８９ ５１．２００ ５９．１１１























オファー 曲線（第1国、代替の弾力性＝3.000） オファー 曲線（第2国）





















σ１１ σ２１ p１/p２ ppp qd１１ qd２１ qd１２ qd２２
３．０００ １．５００ ０．７２５ ０．１８７ ２５．３１５ ４３．３９６ ５４．６８５ ５６．６０４
２．０００ １．５００ ０．７３８ ０．１８７ ２６．２００ ４２．８０４ ５３．８００ ５７．１９６
１．００１ １．５００ ０．７５９ ０．１８７ ２７．５６４ ４１．８４９ ５２．４３６ ５８．１５１
































































付録では，これら一般均衡価格を統計ソフト TSP（Time Series Processor）により算出する手法
を整理する。
以下では，２国２財の純粋交換を仮定し，各国経済はコブ・ダグラス型効用関数をもつとする。




格を piとする。Sakuma et al.［２００４］と同様，第１財の世界価格 p１を５６とし，第２財の世界価格 p２
をそれとの比率で示す。
この場合，TSPのプログラムは以下の通りである９）。
？CGE Approach to the measurement of PPPs
１ OPTIONS CRT ;
２ FREQ A ;
３ SMPL２０１５２０１５；
？Exogenous Variables
４ CONST P１１ ２；
５ CONST P２１ ３；
６ CONST P１２ １２；
７ CONST P２２ １５；
８ CONST Q１１ ３０；
９ CONST Q２１ ４０；
１０ CONST Q１２ ５０；
１１ CONST Q２２ ６０；








１５ IDENT F００１ QD１１＝ beta１＊（１／P１）＊（P１＊Q１１＋P２＊Q２１）；
１６ IDENT F００２ QD２１＝（１－beta１）＊（１／P２）＊（P１＊Q１１＋P２＊Q２１）；
１７ IDENT F００３ QD１２＝ beta２＊（１／P１）＊（P１＊Q１２＋P２＊Q２２）；
１８ IDENT F００４ QD２２＝（１－beta２）＊（１／P２）＊（P１＊Q１２＋P２＊Q２２）；
１９ IDENT F００５ P１ ＝（P１＊QD１１＋P１＊QD１２）／（Q１１＋Q１２）；
？Solve









２５ PRINT P１，P２z，Pr ;
２６ PRINT PPP１，PPP２，PPP ;
２７ PRINT QD１１z，QD１２z ;













第 j 国（j＝１，２）における第 i 財（i＝１，２）の需要量 qdij，および第２財の世界価格 p２である。
区別のため，計算の結果得た変数にはタグ zをつける。



















































第１財の世界価格 p１は基準であり５６，第２財の世界価格 p２は７５である。その相対価格 p１/p２は０．７４７








Kurabayashi, Yoshimasa and Itsuo Sakuma［１９９０］Studies in International Comparisons of Real Product and Prices, Ki-
nokuniya, Tokyo.
Prasada Rao, D.S.［１９８５］“A Walrasian Exchange Equilibrium Interpretation of the Geary-Khamis International Prices,”
paper presented at the１９th General Conference of the International Association for Research in Income and
Wealth, Noordwijkerhout, Netherlands,２６―３１August１９８５.
Sakuma, Itsuo, D. S. Prasada Rao, Osamu Ichioka, and Yoshimasa Kurabayashi［２００４］“A CGE approach to the meas-
urement of PPPs,” paper presented at the２８th General Conference of the International Association for Research
in Income and Wealth, Cork, Ireland, August２２―２８,２００４.
Sakuma, Itsuo, D. S. Prasada Rao and Yoshimasa Kurabayashi［２００９］“Additivity, Matrix Consistency and a New
Method for International Comparisons of Real Income and Purchasing Power Parities” in D. S. Prasada Rao（ed.）
Purchasing Power Parities of Currencies : Recent Advances in Methods and Applications, Edward Elgar, pp.１４２―
１５９.
倉林義正・作間逸雄［１９８１］「倉林義正・作間逸雄「『購買力平価』概念とその測定―GDP国際比較の観点から―」『専
修経済学論集』，１６（１），pp．３７―６４。
16
作間逸雄［１９８９］「購買力平価測定の現状と課題（特集勤労者生活の国際比較）」『日本労働協会雑誌』，３１（７），pp．５４
―６４。
PPP計測の CGE接近（１）
17
